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武蔵野公園における原つぱ祭の教育委員会後援不許可のお願い

この度、「原つぱ祭実行委員会」から平成 17年 11月 6日 武蔵野公園くじら山前広場で「原

つぱ祭Jを 開催するとの情報を得ました。

今回の開催については、町会会員ならびに付近住民から中止の強い要望が寄せられまし

たので下記の理由により、「原つぱ祭Jの 教育委員会後援の不許可をお願い致 します。

記

I理 由

1  原つぱ祭実行委員会は、言行不一致で信用が出来ない。

2 武蔵野公園の自然破壊を目指 している。

3 公園は都民のためにあるもので一部の業者の占有は不当である。 (1日開催する時

は準備や後片付けなど延べ 3日 占有される。)

10 目的が明確でなく、従来の状況は、全国を渡 り歩 く住所不定の業者の営業が主休で、

イベン トはそのための人集めである。

11 業者のテン ト張りの寝泊 りで、公園内を所嫌わず糞尿をするため臭気が漂い、付近

住民や散歩の人が迷惑 した。其の上、夜遅 くまで騒音を発生させ付近住民の安眠を阻

害された。

Ⅱ、中止理由の根拠

1  自然を大切にするとい云いながら平成 15年 11月 18日 の朝日新聞にくじら山

広場に 「新宿西口広場を作 りたい」など自然破壊を目指 しており、ゴミを散らか し、

騒音を撤き散らし、麻薬の普及など教育委員会に提出した趣旨と全く正反対の行為

をしている。

2  禁止されている 「大麻」の自由化の宣伝をし、不法販売の疑いもあつた。

3  テン トに寝泊 りした一部の女性が無断で南小学校の トイレを使用 し安全面で問題

があつた。

4  夜中は無法地帯になリナンパ行為などが目撃されてお り、青少年に有害である。

5  排出されたゴミの処理が不適切であつた。(ゴミ処理は持ちかえりが原則であるの

に、片付けず市民の税金で処理され、1日 経ってもまだゴミがあるので注意 した



No2

が処理しなかった。)

6朝 のラジオ体操の実施が阻害された。

Ⅲ 今までの経緯

「原つぱ祭」現在まで17回 開催され、付近住民は 「教育委員会の後援」とあつて我

慢をしていたが、平成 15年 の開催の際には、「大麻の自由化」等の不法行為と、併

せて付近住民が多大の被害を被り、付近住民が抗議を申し込み、平成 16年 度は開催

を中止させた。

� 具体的支援要望事項

1 原つぱ祭実行委員会との接触があった場合は市民の意向を伝えて中止勧告する。

2 都の公園管理個所への公園使用不許可の要望をする。

V 参考資料

・原っぱ祭実行委員会の 17年 度実行計画チラシ

・15年 市民の苦情内容の概要

・15年 開催の現場の写真

・11月 18日 の朝日新開記事

以上



2005年 度 「第 18回 武蔵野はらっは祭り」について

武蔵野はらっば祭りは、都内では数少ない貴重な
Ⅲ
はらっぱ  武蔵野公園 くじら

やま周辺の環境が持つ価値を多くの人々と共有し、世代を超えた人
々の出会いや多彩

な表現を通じて、個性を尊重し豊かな人生を分かち合えるような文化とそれを担う
人

々の絆を深める ・場
‐
とすることを目的としてきました。

これまで 17回 もの開催を重ねてこれましたのは、近隣住民の方
々の御協力と御理解

があつてのことだと考えています。

1 2003年
のはらっぱ祭りでは 過去最高数の人々が集い、盛況な祭りとなりましたが

その分多くの御迷惑をおかけ致しました。そして 2004年 度はこれまでの祭りに
ついて

を反省する機会として一星休止し、様々な論議を実行委員会の中で積み重ねてきまし
た。

今回 (2005年 度)は 1日 だけの開催を計画しています。

準備と片付けに時間をかけることによつて、 トイレや車両 宿泊規制等案内の徹底

終了後の清掃に力を入れて取組みます。また、ステージを一つだけに絞り 終了
時FBq

を厳守することで音間題の対策をはかつていきます。

いろいろと至らない点は多いと思いますが 近隣住民の皆様と一緒に祭りを作つて
い

けますよう、お力を貸して頂ければと思います。

どうぞよろしくお願いします。

● 日程

祭り :2005年 11月 6日 (日)(ス テージは20 00ま て)

4～ 5日 :会場準備/7日 :片付け 清掃

O内 容 (予定)

パフォーマンス (音楽 舞踏 大道芸 映画上映など)

展示 (絵画 写真 造形など)

バザー (模擬店 リサイクル)

子供広場 (遊び場 はらっぱハロウィン)

交流会 (参加者との交流)



‐実施上の対策点

水道  トイレ対策 (仮設水道の設置  トイレの定期的なllN回と清掃)

会場周辺の交通整理と巡回 (交通渋滞と違法駐車の防止)

関係者臨時駐車場の設置と管理

夜間の安全確保、諸設備、物品の保全 (夜間常駐スタッフを置き、巡回等を行う)

宿泊対策の徹底 (保全管理者のみの許可制とし 無許可テントを認めない)

ゴミの管理 (参加者各自持ち帰りを原則とする ゴミ減量化を呼びかける)

防火対策 (防火用水の確保、消火器を常置)

C後 片付け

11月 7日 を後片付けに当てる。会場内と河川敷周辺の清掃を行ない、現状復帰を

徹底する。開催中もゴミの持ち帰リ ゴミを出さない工夫、リサイクルを積極的に

呼びかける。

|[)事後の報告

終了後に反省会を開催 報告書を作成 して関係機関へ提出する。

● 連絡先

武蔵野はらっぱ祭り実行委員会

塩原 安従里 (代表) 09060136763

水由 章 (渉外)   0902499-6985

里予上 葺こl垂         090-3514-8240

渡辺 理          042-323-8753

kuz raya“ ahalappa3@yahoo co」 p
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1市 民から寄せられ左普情等 (全体)
①バンド演奏の大音響で、室内のテレビが聴きにくい。
②夜 9時 以降も演奏され、うるさくて迷惑した。
③夜 9時 以降午前 3時 頃まで太鼓の音と、嬌声や話声で睡眠不足になった。
④大麻自由化運動の幕をはり、大麻迫放反対の署名活動をしていた。
大麻の普及を助長し、教育上悪影響を与えている。
⑥プラスチック食器等のごみが捨てられていた。
⑥夜 12時 頃から3時 頃までバイクが走り爆音で眠れなかった。
⑦排泄物 (大便)が 各所に見られた。朝は、野川沿いに小便する者が放列を作
り早朝散歩の人にひんしゅくを買っていた。
③毎朝、ラジオ体操を行う市民団体 (武蔵野公園ラジオ体操の会)の 会員が、
テントを張っている人からラジオがうるさいから外でやるよう抗議された。
⑨中学生位の少年少女が 12時 過ぎまでたむろしていたので帰宅するよう注意
した。
. パンティが庭の中に投げ込まれた。
⑪ 「原っぱを残こせ」の垂幕を張っているが、実態は全国の大道商人や外人を
集めて商売をしているだけである。
⑫丸 3日 間、朝から夜まで都民の憩いの広場を独占し、自然を破壊し、自然を
楽しみに来園される都民が使えない。
⑬騒音とゴミを発生させ、大量のゴミを市民の税金で処理している。

2『 市民団体J
・田催する場合の条件等
・昼問だけの催しものにならないか、できなければ夜 8時 まで。
・夜間の楽器 ・大声の騒音規制できないか。
・トイレ 夜問所かまわず小便、早朝散歩ができたものではない。
・ 「大麻自由化運動Jな るものの禁止
・風紀が悪い、住民との口論等 ・・・

3:近 隣住民J
・来年から祭 りをやめて欲しい。
・目催する場合の条件

①時問厳守
②仮設トイレの設置
③夜は静寂を保つ。
④テント生活を止める。
⑤開催期問は1泊 2日 以内とする。
⑥以上の項目を厳格に管理することを
条件とする。

4「近隣の町会 ・自治会住民1

⑦大麻自由化運動などを禁止する。
③広場の全面使用は禁止し、都民が
自然を楽しむ場やスポーッを楽し
む場を確保する。

(武蔵野公園付近住民、前原町 1～ 2丁 目、中町 1～ 2丁 目、東町の一部、
散歩利用者、写真撮影等に武蔵野公園を利用する住民等のアンケー ト意見
を集約)



大麻自由化運動の店
テントの群

1      
大道商人達の店

片付けたあと、落ちていたゴミ

道に放置されたゴミ
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